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東急ホームズ初のスマートハウス 
 「環境型新コンセプト住宅」 モデル棟竣工 
自然エネルギーを活用した防災対応、CASBEE※1 最高ランクの住宅 

 

 

 

 

株式会社東急ホームズ（本社／東京都渋谷区、社長／鈴木 春仁）は、北米型輸入住宅「ミルクリーク※2」による注文

住宅事業を展開しておりますが、この度、「ミルクリーク」とはまったくコンセプトの異なる環境配慮型の住宅を開発いたし

ました。この「環境型新コンセプト住宅」は、東急ホームズとしては初めてとなるスマートハウスで、多くのお客様に購入 

しやすいモデルとして、比較的割安な価格を設定しており、日本でのスマートハウスの普及を推進させ、地球環境保全の

貢献を目指しています。 

東急ホームズの２０年に亘る輸入住宅建設で培った高気密高断熱施工のノウハウ、EBH 住宅研究所※3 での安心･ 

安全や環境への取組みをもとに、市場調査、消費者調査などの結果を反映し、このモデル棟が完成いたしました。  

コンセプトは、①CO２削減を実現する自然エネルギーの活用、②ストック型社会への対応を具現化させた永く安心して

暮らせる耐久性、さらに、③ライフサイクル・コストの低減にも目を向けた CASBEE の 高ランク（S ランク）を充足する

環境配慮型の新コンセプト住宅です。このモデル棟が横浜市内に完成し、８月２７日より一般公開いたします。 

※1 「CASBEE」     ：建築物総合環境性能評価システムの略であり、建築物を環境性能で格付けする評価ツール 

※2 「ミルクリーク」   ：東急ホームズが販売している、北米型の輸入住宅商品。  

※3 「EBH 住宅研究所」  ：EBH とは、Evidence Based Health-promotion の略で、経済産業省が普及をめざす健康支援システムのこと。 

住まいに関する健康･安心･安全を研究するため、2004 年に東急ホームズが設立した研究所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「環境型新コンセプト住宅」 外観写真 

■ コンセプト 

①自然エネルギー活用      ②長寿命・高耐久       ③低ライフサイクル・コスト 

 

 

 

 

 



■ コンセプト詳細 

①自然エネルギー活用 
機械に頼り過ぎないパッシブ設計と自然エネルギー活用推進のために、 
（１）太陽光発電システム（５．５kw）の採用 
（２）次世代省エネ基準Ⅱ地域※4 対応の高気密・高断熱仕様を標準採用 
（３）停電時にも滞りのない情報機器の利用を可能にする太陽光発電･蓄電池システムなどの採用 
（４）センターダイニングを中心に、通風性を考慮した断面、平面設計、開口部配置 
（５）日射に配慮した軒の出、庇、方位ごとの開口部寸法への配慮 

※4 「次世代省エネ基準Ⅱ地域」：住宅の省エネルギー基準で、全国の市区町村を気象条件に応じて 6 つの地域に区別。 

Ⅱ地域は概ね、青森県、秋田県、岩手県に属する。 

②長寿命・高耐久 
いつまでも楽しく安心して暮らせるために、 
（１）将来のライフスタイルの変化を見据えた、センターダイニングを中心にした長寿命対応設計 
（２）長期優良住宅認定仕様（耐震性・ 高等級３、劣化対策、維持管理・更新の容易性、バリアフリーなど対応）を 

 標準採用 

③低ライフサイクル・コスト 
省エネ､省 CO2､省電力化に加え低イニシャルコスト､低メンテナンス費用化を推進するために、 
（１）空気熱源給湯器（エコキュート、温水床暖房システム）、節水･節湯、節電スイッチ等の採用 
（２）楽しい省エネをサポートする「エネルギーマネージメントシステム」の採用で、太陽光発電量だけでなく、部屋ごとの 

 エネルギー使用状況や水道の使用状況を可視化 
（３）塗り替えなどのメンテナンスコストを低減する高耐久外装建材の採用 

以上に加え、ホルムアルデヒド吸収分解石膏ボードや浄水器、防犯システムの採用により、従来から東急ホームズが 
追求している健康･安心･安全をあわせて実現しています。 

■ 建築概要 

・施 工 面 積 ：１１９．５２㎡（３６．１６坪）…吹抜け（８．２８㎡）、玄関凹部含む施工面積 
・工      法 ：枠組み壁（ツーバイフォー）工法、３×６モジュール 
・間  取  り  ：４LDK＋２階フレックスルーム 
・標 準 工 期 ：１１５日 
・参 考 価 格 ：標準仕様     １９，９６６千円（５５２千円／坪） 
  オプション仕様 ２４，３４０千円（６７３千円／坪） 
・建  設  地 ：神奈川県横浜市青葉区鴨志田町５１０番地 
・ア ク セ ス ：東急田園都市線「青葉台駅」から、東急バス「青３０系統」、「青３１系統」で「中谷都」下車徒歩２分 

■ 東急不動産グループの新環境ビジョン 

東急不動産グループでは、グループをあげて環境保全の取り組みを一層推進するため、東急不動産グループ 環境
ビジョン・メッセージ・ロゴマークを策定いたしました。“都市と自然をつなぐ。ひとと未来をつなぐ。” を環境メッセージ   
として、持続可能な社会の実現へ向け、事業を通じて環境と経済の調和や価値を創造すると共に、CO2 排出量削減など
環境課題へ取り組んでおります。 

また、既に発表しております「緑をつなぐ」プロジェクト※5 を本年１０月より開始いたします。 
これらの活動の一環として、今回、東急不動産グループである東急ホームズでは、「環境型新コンセプト住宅」を発表

いたしました。東急ホームズは、環境住宅や高気密・高断熱の輸入住宅の普及により地球環境保全に取り組んでおり 
ます。 

※5 「緑をつなぐ」プロジェクト：マンションのご購入やゴルフ場のご利用、商業施設へのご来店など、お客様のご利用に応じて、東急不動産グループが一般 

社団法人フォレストック協会を通じて資金提供を行い、日本国内の森林保全管理に寄与するという取り組みです。 

 

※今回発表いたしました住宅の外観写真などのデータをご用意しております。ご連絡を頂いた皆様には別途お送り 
いたしますので、下記担当までご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

※今回発表いたしました住宅をご覧いただける現地案内会を予定しております。詳しい日程につきましては、お手数を 
おかけいたしますが、下記担当までお問合せくださいますようお願い申し上げます。 

 
<本件に関するお問合せ> 

㈱東急ホームズ 総務統括部 広報担当 高橋 

Tel: 03-3462-6814  Fax: 03-3496-1694    Katsuyuki_Takahashi@tokyu-homes.co.jp 
本資料は本日付で国土交通記者会・国土交通省建設専門紙記者会・環境問題研究会へお届けしています。 
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